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第五中在校生のお祝いのことば 

記念品贈呈 誓いの言葉 

久々に歌う五中校歌 来賓の方々も一緒に合唱 

二十歳の議会代表 

懐かしの恩師と 

２組 

小学・中学の恩師の方々（なぜか紹介の時爆笑が…） 

３組 

４組 

節目となる二十歳をお迎えになった皆様、おめでとうござ
います。 

開北小学校のリーダーとして、JRCの活動に取り組んでい
た皆様の姿は、今でも鮮明に思い浮かべることができます。
皆様が歩んでいく先には、良いこともあれば困難な課題もあ
ることと思います。困難なときこそ笑顔を忘れず、一歩ずつ前
に進んでください。皆様の未来が光に満ちていることを心か
らお祈りしています。 

元開北小学校校長 真野 津久美  

未見の我を求めて可能性は無限大。自分を大

切に一歩一歩、歩む中で、必ず未だ見ぬ自分に

出会うでしょう。未見の我は無数にあるはず。                   

元第五小学校校長・元第五中学校校長 

 上野 美幸  

ご成人おめでとうございます。皆さんの20年に僅
かながら関われたことを嬉しく思います。 

私にとって、初めての卒業生である皆さんと第五
中で過ごしたかけがえのない時間は、今も教員とし
ての原動力になっています。 

コロナ禍での卒業を経て、それぞれが進んだ道で
たくさんの人と出会い、この5年間という月日の中で
さらに逞しく成長したのではないでしょうか。（私も二
児の母となりました。）ここまでの成長を支えてくれた
ご両親や周囲の人たちに改めて感謝して、素敵な大
人になってください。 

皆さんの成長と幸せを願っています。 

元第五中学校4組担任 大川 朋子  

平成28年度 開北小学校卒業生のみなさん 

みなさんの卒業アルバムに寄せた言葉を読み返してみまし
た。「自分には価値がある。目の前の人には可能性がある。」と
自分と他人を信頼できていますか。 

 今日という日を迎えられ、多くの方々から祝福された喜び
を胸に、未来へ向けて新たな一歩をふみ出してください。 

元開北小学校教頭 安喰 千一朗  

１組 

晴れの日を見守る親御さんも多く出席されました 




